
 
名前（森村 采未） 

テーマ 

関西を旅行するドイツ人のためにオススメのスポットやグルメを紹介してみよう！ 

目標 

学習者レベル （ 第２外国語でドイツ語を学ぶ初学者（A１相当） ） 

・プロジェクト学習までに教科書で習ったドイツ語を総合的に運用すること。 

・実際にドイツ人に伝えることを想定して、日本の文化をわかりやすく、簡潔に説明するにはどうすれば

良いか（写真を使う、ガイドブックなどを参考にする等）創意工夫する。 

コミュニケーション能力指標 

・選んだテーマ（おすすめグルメまたはスポット）について CEFR 指標の A1 相当のドイツ語を用いて

説明できる。 

・おすすめスポットの場所を説明できる。 

・食べ物の味を伝えることができる。 

・おすすめスポットでできることを説明できる。 

・パワーポイントを効果的に使用しながら、ドイツ人にわかりやすく情報を伝えることができる。 

学習シナリオ 

＜場面状況＞ 

クラスは週１回 90 分第２外国語としてドイツ語を学ぶ大学１年生及び 2 年生で構成されるクラスで、

当授業が必須単位である経済学部、経営学部と自由選択で履修する看護学部の学生が混同している。人数

はまだ未定。後期の終盤に行う本プロジェクト学習までは『スタート！１ コミュニケーション活動で学

ぶドイツ語』（三修社）を使用してドイツ語を学ぶ予定である。テキストは各課が日常の関するテーマごと

に構成され、それに付随する文法項目が収録されている。テキストで学ぶ内容は以下を予定している。 

第１課：Kennenlernen（人と知り合う） 

（文法項目：人称代名詞、動詞の現在人称変化（規則動詞）、疑問文） 

第２課：Freizeit （自由時間の過ごし方） 

（文法項目：人称代名詞、動詞の現在人称変化（不規則動詞）、否定形、男性形・女性形など） 

第３課：Tagesablauf（1 日の予定） 

（文法項目：分離動詞、語順、話法の助動詞） 

第４課：Wohnen （住まい） 

（文法項目：名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞、否定冠詞の主格・目的格など） 

第５課：Essen und Trinken（食事） 

（文法項目：不定冠詞と定冠詞の目的格、無冠詞、名詞と三人称の人称代名詞） 

前期で第３課まで、後期で第 4・５課を扱う予定にしている。 

＜活動の流れ＞ 

上記のテキストで学んだ内容を踏まえ、全５回のプロジェクト学習を行う。 

１回目〜４回目をプレゼン準備に充て、５回目をプレゼン大会とフィードバックに充てる。 

 

（１回目）概要説明とテーマ発表＆ブレインストーミング 



 

まず、このプロジェクトがどのように評価されるかを学生にきちんと意識させるために、ルーブリック評

価を配布し、どんな能力（テーマの理解度、チームワーク、文法・発音などドイツ語運用能力、伝える力、

etc.）が評価対象かを説明する。そして、プロジェクト学習の全体予定を周知する。（プレゼン時間と発表

日、準備段階での提出物期限、など。）テーマを発表し、アイディアを集めるためにブレインストーミング

をクラス全体で行う。似たようなテーマを考えたメンバー同士でチームを構成させる。 

 

（２回目）プレゼン内容の検討 

グループごとに決めた具体的なテーマに沿って、どんなことを紹介していくかのシナリオ作りを行う。 

この時に、難しく考えすぎず、今まで習ったドイツ語で表現できそうなレベルのシナリオを作らせること

を学生に意識させたい。宿題で事前にシナリオ想定をさせておいて、各自が宿題を授業に持ち寄り最終的

な内容をグループでまとめさせてもいいかもしれない。（予め、教師が見本用の PP を作っておいてそれを

参考にしてもらうことも考えています。でも完全なパクリにならないか？少し心配…）内容がまとまれば、

PP の構成を練ってもらい、草案を提出してもらう。この草案の内容を各グループで分割して次の授業まで

に分担部分のドイツ語原稿を考えてきてもらうことを宿題とする。 

 

（３回目）プレゼン内容の再検討とドイツ語の発表原稿＆PP の作成 

プレゼン草案を教員側で修正し、それを学生に返却した上で内容を再検討してもらう。これを踏まえた上

でドイツ語の発表原稿作成と PP 作成に取り組んでもらう。おそらく原稿作成のプロセスが一番時間がか

かる（かけたい）所であるので、教員は随時ドイツ語の質問やアドバイスに重点を置く。教員が事前の把

握と修正を行えるように、各グループごとのドイツ語原稿の事前提出期限（４回目の授業３日程前まで）

を周知し、進度が遅いグループには特に LINE や Google Drive などを利用して授業外でも連絡を取り

合って原稿作りを進められる提案をする。 

 

（４回目）発表原稿の最終調整＆PP 作成の続きとプレゼン練習 

事前提出された原稿を各グループに返却し、最終調整を行う。（終わっていなグループがあればこの時間

に延長してやらせる。）発表当日の PP は５回目の授業前日までに教員にデータを送るように周知する。原

稿の完成したグループには発表の練習をしてもらう。（ルーブリック評価を思い出してもらえるように、人

に伝わるプレゼンがどんなものかクラス全体で考える時間を取ってもいいかもしれない。）授業の最後にプ

レゼン大会の順番決め。 

 

（５回目）プレゼン大会＆フィードバック 

プレゼン大会の前に評価用紙を各自に配り、プレゼンを聴きながら各グループを評価してもらう。プレゼ

ン最後にどのグループが優秀だったか人気投票をする。そのあとに、各自にフィードバックを行い、プロ

ジェクト学習において各自が何を学んだのか振り返ってもらう。 

（この回には実際にドイツ人を連れて行こうと思っています。時間が合えば。） 

総括的評価 

ルーブリック評価に基づく成績 


